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しょめい ちょしゃ しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう ないよう

まだかな
　まつおか　たつひで／さく・

え
ポプラ社 ｴﾎﾝ/ﾏ

　　ぼくはかえる。きょうはみずべでまちあわせ。ばったさんがぴょーんとと
んだ。あおはだとんぼさんもとんでいる。あっ、うしがえるさんが、あおは
だとんぼさんをぱくっとたべた。みずべに、おいかわさんやかわせみさん
もいるけど、ぼくのともだちはまだかな。

かえるのあまがさ
与田　凖一／著
那須　良輔／画

童心社 Sｴﾎﾝ

かえるがおみせをだしました。なにのおみせかというと、あまがさのおみ
せです。「かえるが あまがさなんか さすもんか」と、たにしたちがうわさを
しています。かえるはあまがさをさすのでしょうか。リズムのいいぶんしょ
うでかたられるえほんです。

かえるをのんだととさん
日野　十成／著
斎藤　隆夫／画

福音館書店 ｴﾎﾝ/ｻ

　むかし、あるところに、ととさんがいました。あるひ、ととさんのはらにむし
がはいって、とてもいたくなりました。そこで、ととさんはかえるをのみまし
た。かえるはむしをたべてくれたのですが、そのあと、はらのなかをあるき
まわります。こまったととさんは、つぎにへびをのみました。

ちいさいモモちゃん　３
あめこんこん

松谷　みよ子／文
中谷　千代子／絵

講談社 Sｴﾎﾝ

　ももちゃんは、まっかなかさとながぐつをかってもらいました。ももちゃん
はうれしくて、あめのひがまちきれません。だから、あめふりごっこをはじ
めました。すると、がまがえるとかたつむりが「いれて」といってきました。
ほかにも「いれて」というこえがきこえてきました。

がまの油
長谷川　義史／絵
齋藤　孝／文

ぽるぷ出版 ｴﾎﾝ/ﾊ

　「さあさ、お立あい、ご用とおいそぎのないかたは、ゆっくりと聞いておい
で」。これは物売りの口上で、今でいう商品の実演販売。前足の指が４
本、後ろ足が６本の四六のがまの脂汗を煮つめたがまの油。切り傷やは
れものにぬるとすぐなおる。ほんとうになおるのかな？

かえるのどびん 野村　たかあき／作・絵 教育画劇 ｴﾎﾝ/ﾉ

　おいけがむらのどびんは、およぎのきょうそうで、いつもまけてばかりで
した。あるひ、とおくはなれたやなぎがむらまでたびをして、はるのまつり
にさんかします。ここでもやっぱり、いちばんにはなれませんでした。とこ
ろが、わかいかえるが、どびんはいっとうしょうだといいました。
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